
京都市上弓削農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例（平成２８年１１月１１日

京都市条例第  号）（産業観光局農林振興室農業振興整備課） 

  上弓削農業集落排水処理施設の使用料等については，京北特定環境保全公共下水道と

同一の額としてきたところですが，京北特定環境保全公共下水道の使用料が公共下水道

事業により設置する公共下水道の使用料と同一の額に改定されることに伴い，京北特定

環境保全公共下水道により汚水を排除する方との均衡を失しないよう，上弓削農業集落

排水処理施設の使用料等を改定することとしました。 

  この条例は，平成２９年４月１日から施行することとしました。 
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 京都市上弓削農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例を公布する。 

  平成２８年１１月１１日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第  号 

   京都市上弓削農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 

 京都市上弓削農業集落排水処理施設条例の一部を次のように改正する。 

 第１４条第２項中「１，０００円」を「６５０円」に改め，同条第３項中「別表」を「別

表第１」に改める。 

 第１５条を削る。 

 第１６条第１項中「京都市京北地域水道の管理に関する条例第８条又は第９条」を「京

都市水道事業条例第１６条第１項」に改め，同条に次の１項を加える。 

５ 市長は，２月（定例日の属する月の前々月の定例日の翌日から当該定例日までの期間

をいう。以下同じ。）の汚水排出量の認定を行うことができる。 

 第１６条を第１５条とし，第１７条を第１６条とし，同条の次に次の１条を加える。 

（２月の使用料の額） 

第１７条 市長は，第１５条第５項の規定により２月の汚水排出量の認定を行う場合は，

当該２月の使用料の額を算定する。 

２ 第１４条の規定は，前項の規定により２月の使用料の額を算定する場合について準用

する。この場合において，同条第２項中「６５０円」とあるのは「１，３００円」と，

同条第３項中「別表第１」とあるのは「別表第２」と読み替えるものとする。 

 第１８条中「又は第１５条」を削り，同条に次の１項を加える。 

２ 第１５条第５項の規定により２月の汚水排出量の認定を行うこととしていた使用者に

ついて，２月の中途において汚水の排除をやめたときその他当該認定により難いときの

使用料の額は，別に定める基準により算定する。 

 第１９条第２項中「期限」を「納入期限」に改める。 

 第２０条第１項本文中「臨時使用」の右に「（工事その他の理由によりあらかじめ６箇月

以内の期間を定めて使用することをいう。）」を加え，「つど」を「都度」に改める。 

 第２２条に次の２項を加える。 

２ 市長は，使用者が口座振替の方法により使用料を納入するときは，当該使用料から１

月当たり２０円に１００分の１０８を乗じて得た額を減額する。この場合において，当
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該額に１円未満の端数があるときは，これを切り上げる。 

３ 前項の規定にかかわらず，使用者の責めに帰すべき事由により，第１９条各項に規定

する納入期限までに使用料が納入されなかったときは，この限りでない。 

 附則第８項中「第１６条第１項」を「第１５条第１項」に改める。 

 別表を次のように改める。 

別表第１（第１４条関係） 

汚 水 排 出 量 従量使用料（１立方メートルにつき） 

５立方メートルを超え，１０立方メートルま

での部分 
１０ 

１０立方メートルを超え，２０立方メートル

までの部分 
１１３ 

２０立方メートルを超え，３０立方メートル

までの部分 
１１６ 

３０立方メートルを超え，１００立方メート

ルまでの部分 
１６２ 

１００立方メートルを超え，２００立方メー

トルまでの部分 
１８３ 

２００立方メートルを超え，５００立方メー

トルまでの部分 
２０１ 

５００立方メートルを超え，５，０００立方

メートルまでの部分 
２１３ 

５，０００立方メートルを超える部分 ２１８ 

 別表第１の次に次の１表を加える。 

別表第２（第１７条関係） 

汚 水 排 出 量 従量使用料（１立方メートルにつき） 

１０立方メートルを超え，２０立方メートルま

での部分 
１０ 

２０立方メートルを超え，４０立方メートルま

での部分 

１１３ 
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４０立方メートルを超え，６０立方メートルま

での部分 
１１６ 

６０立方メートルを超え，２００立方メートル

までの部分 
１６２ 

２００立方メートルを超え，４００立方メート

ルまでの部分 
１８３ 

４００立方メートルを超え，１，０００立方メ

ートルまでの部分 
２０１ 

１，０００立方メートルを超え，１０，０００

立方メートルまでの部分 
２１３ 

１０，０００立方メートルを超える部分 ２１８ 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前に農業集落排水処理施設に汚水を排

除した者が納入すべき使用料の額（施行日以後最初に認定する汚水排出量に係るものに

限る。）は，この条例による改正前の京都市上弓削農業集落排水処理施設条例の規定の

例により算定した額とこの条例による改正後の京都市上弓削農業集落排水処理施設条

例（以下「改正後の条例」という。）の規定により算定した額とのいずれか低い額とす

る。 

３ 改正後の条例第２２条第２項及び第３項の規定は，施行日以後に認定する汚水排出量

に係る使用料を納入するときに減額する額について適用し，施行日前に認定する汚水排

出量に係る使用料を納入するときに減額する額については，適用しない。 

４ 前２項に定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な経過措置は，市長が定める。 

（産業観光局農林振興室農業振興整備課） 


